
地学基礎復習プリント NO5 

●数十個よりも少ない銀河の集団を①（     ）という。 

●数十個より多い銀河の集団を②（     ）という。 

●天の川銀河やアンドロメダ銀河、小マゼラン銀河、大マゼラン銀河を含めた銀河群を

③（         ）という。 

●複数の銀河団がつながってできているより大きな構造を④（       ）という。 

●天の川銀河は、おとめ座銀河団を中心とする⑤（         ）という。 

●宇宙空間の立体的な網目状の構造を⑥（            ）といい、銀河が

存在しない空洞部分を⑦（      ）という。 

●超銀河団のつながりの中で、最も大きなものを⑧（           ）という。 

 


